
み
く
にの
華

戦
時
下
、戦
傷
病
者
の
た
め
の
情
報
提
供
や
支
援
と
と
も
に

「
白
衣
の
勇
士
」と
し
て
の
誇
り
を
鼓
舞
し
た

大
日
本
傷
痍
軍
人
会
の
機
関
誌
を
復
刻
。

負
傷
し
あ
る
い
は
病
に
倒
れ
、命
か
ら
が
ら
帰
還
し
た
傷
病
兵
士
に 

さ
ら
に「
再
起
奉
公
」を
求
め
た
戦
時
体
制
の

あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
資
料
！

戦
後
の
障
害
者
福
祉
の
原
点
と
も
な
っ
た

傷
痍
軍
人
対
策
を
明
ら
か
に
し
、

厭
戦
気
分
を
払
拭
さ
せ
よ
う
と
、
元
兵
士
た
ち
を

「
御
国
（
み
く
に
）
の
た
め
に
」
と
慰
撫
・
鼓
舞
す
る
、

戦
時
下
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
を
復
刻
！

大
日
本
傷
痍
軍
人
会
機
関
誌

全
３
巻

復刻版

1937年1月～44年11月

六花出版

揃定価◉75,000円＋税
（税込82、500円）

B5判・上製・総978ページ
解説◉上田早記子
推薦◉一ノ瀬俊也

サトウタツヤ（五十音順）
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激
し
い
戦
闘
の
結
果
、
多
く
の
負
傷
者
が
出
た
日
露
戦
争
後
、
障
害
者
と
な
っ
た
元
兵
士
た

ち
は
「
廃
兵
」
と
呼
ば
れ
、
十
五
年
戦
争
の
時
代
は
「
傷
兵
」
そ
し
て
「
傷
痍
軍
人
」
と
し
て
軍

事
援
護
政
策
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
。

帰
還
し
た
傷
痍
軍
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
故
郷
で
障
害
に
苦
し
む
だ
け
で
な
く
、
障
害
ゆ
え

に
困
窮
し
た
生
活
を
立
て
直
そ
う
と
、
待
遇
改
善
運
動
も
展
開
す
る
。

総
動
員
体
制
を
も
っ
て
戦
争
に
突
き
進
む
政
府
に
と
っ
て
、
財
団
法
人
大
日
本
傷
痍
軍
人
会

を
結
成
し
て
各
地
の
傷
痍
軍
人
会
を
統
制
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

本
誌
『
み
く
に
の
華
』
は
、
そ
の
大
日
本
傷
痍
軍
人
会
の
機
関
誌
と
し
て
、
退
院
後
の
恩
給

や
職
業
訓
練
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、「
相
談
欄
」
を
設
け
て
傷
痍
軍
人
た
ち
の
悩
み
に
対
応
し

て
き
た
。
同
時
に
、
全
国
の
傷
痍
軍
人
会
支
部
の
様
子
を
も
細
や
か
に
報
道
し
た
。

い
っ
ぽ
う
、
心
も
身
体
も
傷
つ
い
た
傷
病
兵
士
に
対
し
て
、
生
活
の
た
め
の
行
商
を
戒
め
、

待
遇
改
善
を
求
め
る
動
き
に
対
し
て
時
代
錯
誤
だ
と
切
り
捨
て
、
障
害
が
あ
っ
て
も
な
お
「
お

国
の
た
め
」
に
役
立
つ
こ
と
を
強
要
し
、
あ
る
べ
き
傷
痍
軍
人
像
を
呈
示
す
る
媒
体
と
し
て
戦

傷
病
者
を
牽
制
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。

国
の
た
め
に
た
た
か
い
、
国
の
た
め
に
障
害
者
と
な
っ
た
傷
痍
軍
人
に
対
し
、
国
は
ど
う
向

き
合
っ
た
か
。

戦
争
と
ト
ラ
ウ
マ
の
問
題
が
問
わ
れ
て
い
る
今
日
、
国
策
と
戦
争
と
障
害
者
の
問
題
を
考
え

る
上
で
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
本
誌
を
復
刻
す
る
。 

（
六
花
出
版
編
集
部
）

関
連
年
表

刊行にあたって

第36号　1939年12月1日

第31号　1939年7月1日

年

事
項

1
8
9
4

日
清
戦
争

1
9
0
4

日
露
戦
争

1
9
0
6

障
害
が
残
っ
た
負
傷
兵
に
対
し
て
の
廃
兵
院
条
例

1
9
1
4

第
一
次
世
界
大
戦

1
9
3
1

柳
条
湖
事
件

1
9
3
4

廃
兵
院
、
傷
兵
院
と
改
称

1
9
3
6

大
日
本
傷
痍
軍
人
会
発
足
。
当
時
の
傷
痍
軍
人
の
数
は
約
四
万
人

1
9
3
7

機
関
誌
『
み
く
に
の
華
』
創
刊

1
9
3
7

盧
溝
橋
事
件

1
9
3
7

内
務
省
臨
時
社
会
局
（
の
ち
の
厚
生
省
社
会
局
）
が
軍
人
遺
家
族
の

援
護
事
業
と
し
て
臨
時
軍
事
援
護
部
を
設
置

1
9
3
8

傷
痍
軍
人
保
護
の
た
め
厚
生
省
の
外
局
と
し
て
傷
兵
保
護
院
が
設
置

さ
れ
る

1
9
3
9

傷
兵
保
護
院
、
軍
事
保
護
院
に
改
称

1
9
3
9

傷
痍
軍
人
五
訓

1
9
4
1

日
米
開
戦

1
9
4
5

敗
戦

1
9
4
5
「
恩
給
法
ノ
特
例
二
関
ス
ル
件
」
公
布
、
傷
痍
軍
人
に
対
す
る
恩
給

の
減
額
あ
る
い
は
廃
止

1
9
4
5

軍
事
保
護
院
廃
止
、
厚
生
省
外
局
と
し
て
保
護
院
と
医
療
局
を
設
置

1
9
4
6

大
日
本
傷
痍
軍
人
会
解
散

1
9
5
2

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
発
効
。
占
領
期
が
終
わ
る

1
9
5
2

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
公
布

1
9
5
2

日
本
傷
痍
軍
人
会
発
足

1
9
5
3

恩
給
法
復
活

2
0
0
6

戦
傷
病
者
史
料
館
で
あ
る
し
ょ
う
け
い
館
開
館

2
0
1
3

日
本
傷
痍
軍
人
会
解
散

「
挙
国
一
致
」「
奮
起
せ
よ
」「
再
起
奉
公
」の
美
辞
麗
句
を
掲
げ
、

障
害
を
受
け
て
な
お
奮
起
せ
よ
と
鼓
舞
す
る
本
誌
か
ら
は
、

当
時
の
傷
痍
軍
人
た
ち
の
置
か
れ
て
い
た
、
生
活
へ
の

困
惑
や
貧
困
が
鏡
の
よ
う
に
映
し
出
さ
れ
る
―
―

内容見本
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長
き
に
わ
た
る
日
本
経
済
の
低
迷
、
格
差
や
貧
困
の
拡
大
は
、
私
た
ち
の
社

会
が
生
活
困
窮
者
に
示
し
て
き
た
酷
薄
な
姿
勢
を
い
よ
い
よ
露
わ
に
さ
せ

て
い
る
。
こ
れ
は
け
っ
し
て
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
か
け
て
普
及
し
た
通
俗
道
徳
は
、
人
び
と
の
間
に
今
で
い
う
自
己
責
任
論
、

す
な
わ
ち
困
窮
は
自
ら
の
怠
惰
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
普
及
さ
せ
、
困
窮

す
る
人
び
と
に
た
い
す
る
ま
な
ざ
し
を
冷
酷
な
も
の
と
し
た
。

そ
れ
は
戦
争
で
国
家
の
た
め
に
命
を
投
げ
出
し
た
り
、
心
身
に
深
い
障
が
い
を
負

っ
た
軍
人
お
よ
び
そ
の
遺
家
族
に
さ
え
も
向
け
ら
れ
た
。
彼
ら
は
わ
ず
か
な
恩
給
扶

助
料
を
与
え
ら
れ
た
の
み
で
、
あ
と
は
国
や
地
域
に
頼
ら
ず
自
ら
の
力
で
生
き
て
い

く
こ
と
を
強
要
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

今
回
復
刻
さ
れ
た
大
日
本
傷
痍
軍
人
会
の
機
関
紙『
み
く
に
の
華
』は
、
昭
和
戦

時
期
の
政
府
に
よ
る
傷
痍
軍
人
統
制
策
が
上
記
の
姿
勢
で
一
貫
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
好
個
の
史
料
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
三
七（
昭
和
一
二
）年
一
月
発
行
の
第
一
号

に
掲
載
さ
れ
た
「
大
日
本
傷
痍
軍
人
会
趣
意
書
」は
、
傷
痍
軍
人
た
ち
に
向
か
っ
て

「
君
恩
の
厚
き
に
忸な

れ
依
存
を
の
み
事
と
す
」れ
ば
や
が
て「
世
人
の
指
弾
怨
嗟
」を

受
け
る
だ
ろ
う
と
恫
喝
的
に
述
べ
て
い
る
。
同
紙
に
は
恩
給
制
度
に
関
す
る
解
説
や

相
談
な
ど
、
傷
痍
軍
人
政
策
の
実
情
を
う
か
が
わ
せ
る
記
事
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
活
用
さ
れ
れ
ば
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
手
厚
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
近
代
日
本
の

傷
痍
軍
人
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
戦
時
動
員
体
制
史
の
解
明
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
大

で
あ
る
。よ
っ
て
こ
こ
に
広
く
推
薦
す
る
次
第
で
あ
る
。 

（
い
ち
の
せ
・
と
し
や
）

戦
争
を
構
え
る
国
に
と
っ
て
兵
士
の
動
員
数
の
多
寡
は
軍
事
力
に
お

け
る
重
要
な
要
因
で
あ
り
、
勝
敗
の
帰
趨
に
直
結
す
る
。
無
事
に

帰
還
す
る
兵
士
だ
け
で
あ
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
他
の
多
く
の
仕
事
と
は
異

な
り
戦
傷
病
死
す
る
兵
士
も
多
い
。

さ
ら
に
、
生
と
死
と
い
う
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
間
状
態
と
し
て
傷

痍
軍
人
と
い
う
存
在
が
あ
る
。
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
宙
ぶ
ら
り
ん
の
状
態
は

文
化
人
類
学
の
概
念
に
お
け
る
移
境
態（lim

inality

）で
あ
り
、
実
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
苗
床
だ
と
も
言
わ
れ
る
。
傷
痍
軍
人
の
数
を
量
で
数
え
る

こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
対
応
の
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
の
傷
病
の
状
態

や
置
か
れ
た
状
況
に
寄
り
添
っ
て
治
療
・
リ
ハ
ビ
リ
や
キ
ャ
リ
ア
設
計
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
を
担
う
べ
き
だ
っ
た
の
が
大
日
本
傷
痍
軍
人
会
で
あ
り
、
そ
の
活

動
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
の
が『
み
く
に
の
華
』で
あ
る
。
そ
の
活
動
は
基

本
的
に
は
国
策
遂
行
の
た
め
の
上
か
ら
目
線
の
活
動
が
多
か
っ
た
が
、
そ

の
現
場
で
展
開
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
当
事
者
で
あ
る
戦
傷
病
者
の
下
か
ら

目
線
の
活
動
は
、
意
図
せ
ぬ
新
し
さ
を
含
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
う
し
た
活
動
は
戦
後
日
本
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
臨
床
活

動
の
一
つ
の
基
盤
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

（
さ
と
う
・
た
つ
や
）

国
や
社
会
が
障
が
い
兵
士
に
向
け
た

ま
な
ざ
し
が
浮
か
び
上
が
る
資
料

一
ノ
瀬
俊
也
◉
埼
玉
大
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
苗
床
と
し
て
の

「
傷
痍
軍
人
」

サ
ト
ウ
タ
ツ
ヤ
◉
立
命
館
大
学

推 薦 します （順不同）

す
な
わ
ち
困
窮
は
自
ら
の
怠
惰
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
普
及
さ
せ
、
困
窮

そ
れ
は
戦
争
で
国
家
の
た
め
に
命
を
投
げ
出
し
た
り
、
心
身
に
深
い
障
が
い
を
負

っ
た
軍
人
お
よ
び
そ
の
遺
家
族
に
さ
え
も
向
け
ら
れ
た
。
彼
ら
は
わ
ず
か
な
恩
給
扶
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《
編
集
復
刻
版
》

昭
和
期「
銃
後
」関
係
資
料
集
成

全
９
巻

《
編
集
復
刻
版
》

傷
痍
軍
人
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

関
係
資
料
集
成
全
７
巻
電
子
書
籍

《
編
集
復
刻
版
》

精
神
障
害
兵
士「
病
床
日
誌
」

全
３
巻

《
編
集
復
刻
版
》

近
代
日
本
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
関
係
史
料
集
成
全
２
巻

も
う
ひ
と
つ
の
戦
場

│
│
戦
争
の
な
か
の
精
神
障
害
者
／
市
民

 ◆
編
・
解
説
＝
一
ノ
瀬
俊
也

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
時
代
（
１
９
３
１
〜

45
年
）、
日
本
軍
・
政
府
と
地
域
社
会
は
、
戦
場

で
戦
う
兵
士
に
思
い
残
す
こ
と
な
く
命
を
捧
げ
さ

せ
る
た
め
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
戦
場
」
で
あ
る

「
銃
後
」
を
ど
の
よ
う
に
慰
撫
し
、
激
励
し
、
ま

た
管
理
し
、
抑
圧
し
た
の
か
。
忘
れ
去
ら
れ
た
動

員
の
あ
り
よ
う
、
軍
事
援
護
の
実
態
の
貴
重
資
料

を
呈
示
し
、
明
ら
か
に
す
る
。

女
性
史
、
軍
事
史
、
軍
事
教
育
史
、
戦
時
生
活

史
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
史
研
究
に
必
備
の
「
銃

後
」
資
料
66
点
を
厳
選
し
復
刻
刊
行
！

 ◉
体
裁

 
│
│
Ａ
４
判
／
上
製
／
総
３
、３
０
０
ペ
ー
ジ

 ◉
揃
定
価

 
│
２
２
５
、０
０
０
円
＋
税

（
税
込
２
４
７
、５
０
０
円
）

 ◉
推
薦
│
│
吉
田
裕
・
加
納
実
紀
代
・
成
田
龍
一
・

前
田
一
男

第
１
回
配
本

２
０
１
２
年
12
月
刊
　
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

ISBN
978-4-905421-28-3

（
税
込
８
２
、５
０
０
円
）

第
２
回
配
本

２
０
１
３
年
５
月
刊
　
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

ISBN
978-4-905421-32-0

（
税
込
８
２
、５
０
０
円
）

第
３
回
配
本

２
０
１
３
年
12
月
刊
　
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

ISBN
978-4-905421-36-8

（
税
込
８
２
、５
０
０
円
）

【
お
知
ら
せ
】
本
書
は
パ
ン
セ
学
術
図
書
販
売
株
式
会
社
の

専
売
商
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
国
内
で
の
ご
購
入

は
パ
ン
セ
学
術
図
書
販
売
株
式
会
社
（
電
話0120-518-

521

）
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 ◆
編
＝
サ
ト
ウ
タ
ツ
ヤ
・
郡
司
淳

 ◆
解
説
＝
サ
ト
ウ
タ
ツ
ヤ
・
郡
司
淳
・
上
田
早
記
子

戦
争
で
障
害
を
負
い
、「
廃
兵
」「
傷
痍
軍
人
」

と
呼
ば
れ
た
兵
士
た
ち
を
日
本
政
府
は
ど
の
よ
う

に
遇
し
た
の
か
。
手
厚
い
保
護
と
ケ
ア
は
戦
争
遂

行
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
か
。
当
事
者

自
身
の
言
説
を
中
心
に
貴
重
資
料
を
厳
選
。

 ◉
体
裁

 
│
│
Ａ
４
判
／
上
製
／
総
２
、５
０
０
ペ
ー
ジ

 ◉
揃
定
価

 
│
１
７
５
、０
０
０
円
＋
税

（
税
込
１
９
２
、５
０
０
円
）

 ◉
推
薦

 
│
│
吉
田
裕
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Ｔ
Ｓ
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戦
争
下
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大
日
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帝
国
陸
軍
の
兵
士
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に

お
い
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刻
で
あ
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た
。

陸
軍
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院
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民
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切
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に
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戦
争
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を
発
症
し
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士
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が
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争
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実
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